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上述の通り、高等中學校は、明治十九年四月十日の勅令を以て出現し、第一及び第三の高等中學は既存のもの
を改め、第一一・第四及び第五医には新設すること学なった。然るに第一一厘に於ける仙臺は、本來同地方文化の中
心を爲して居った關係上、殆ど決定的のものであるが、残る第四・第五の雨厘に於て、何虚に高等中學校を設置
すべきであるかは、大いに考慮を要する所であり、中に就いて、・九州地方が最も困難を感じたものらしい。是に
於てか森子は、十九年十一一月一一十五日より、九州諸縣及京都府學事覗察の爲に出張し、翌年十月十九日には、石
川縣地方學事巡覗として出張を爲し、到る虚の地方長官、地方有力者、竝に學校當路者と面接して、改革の主旨
や抱懐せる意圖を明かにすると共に、地方の事情なり希望なりに注意深く耳を傾けたのであるが、石川縣の如き
は、縣下有志者相謀り、同月一一十五日金澤来着の森子を金澤勧業博物館に招待し、記念のため、「エンサィクロ。ヘ
ヂャ・プリクニカ」一部を第四高等中學校に寄附したくらゐである。（明治一一十年十一月一一十六日官報）
長崎は支那にも近く、又西舶の往来も繋ぐ、從って常に九州に於ける文明の先駆を爲し、幕府直轄の明倫堂
が、最も早く此地に設けられ、大村の五教館之に次ぎ、熊本の時習館は第一一一位であった。且叉、明治五年の學制
第一章九州に於ける最高學府第至同等中學校の創立・
四一
高等中學校ノ設置医域
第
一
條
高
等
中
學
校
ノ
設
置
医
域
左
ノ
加
シ
第一厘東京府、榊奈川縣、埼玉縣、千葉縣、茨城縣、群馬縣、栃木縣、愛知縣。靜岡縣、山梨縣、長野縣
第一一厘宮城縣、幅島縣、岩手縣、青森縣、山形縣、秋田縣
第一一一厘京都府、大阪府、兵庫縣、奈良縣、（一一十年文部省告示第十一一読ヲ以テ本厘中兵庫縣ノ下へ「奈良縣」
ノ一一一字ヲ追加ス）三重縣、滋賀縣、岐阜縣、鳥取縣、島根縣、岡山縣、贋島縣、山口縣、和歌山縣、穂島
縣、香川縣、（二十一年文部省告示第十一號ヲ以テ本匠中穂島縣ノ下へ「香川縣」ノ一一一字ヲ追加ス）愛媛縣
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
四
○
第五催高等中學校ノ各學科ノ程度左ノ如シ（二十一年七月省令第六號ヲ以テ本條改正）
國語及漢文（漢字交リ文及漢文ノ講讃、作文）、第一外國語（講讃、會話、作文・翻諜）、第一一外國語（前項一一
同シ）、羅旬語（文法、講讃）、地理（政治地理）、歴史（希臘、羅馬、燭、佛、英、米ノ歴史）、數學（平面解析
幾何、立鵠解析幾何ノ初歩、方程式論大意Ｄ微分⑪積分）、動物及植物（欝科動植物學及人鵠解剖學）、地質
及鑛物（大意）、物理（理論及實鹸）、化學（無機化學、有機化學、理論．實駿及分析）、天文（初歩）、理財學
（大意）、法學通論（大意）、哲學（心理及論理）、圖薔（書法幾何及用器書法）、力學（運動學及分子固鵠液龍ノ
カ學）、測量（理論及實地演習）、艦操（兵式鵠操）
●文部省告示第三號（明治十九年十一月一一一十日）
勅令第十五號中學校令第四條一一基キ高等中學校ノ設置厘域ヲ定ムルコト左ノ如シ
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第江厘長崎縣、幅岡縣勺大分縣、佐賀縣、熊本縣、宮崎縣、鹿兒島縣
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